
妊娠･出

産が本人

の場合

妊娠･出産

が配偶者の

場合

(男性所員)

母性保護に関する措置

1 通院に関する処置

妊娠通院休暇

通院での遅参等

2 妊娠障害休暇 ○ ―

3 短時間勤務制度(妊娠中の通勤緩和のため) ○ ―

4 妊娠中におけるその他の措置

妊娠中の通勤緩和措置

妊娠中の休憩に関する措置

妊娠中及び出産後の実働時間の短縮､業務内容の制限･変更

時間外･深夜労働の免除

5 出産休暇 ○ ―

6 哺育時間 ○ ―

育児のための措置

7 配偶者出産休暇 ― ○

8 育児休職制度 ○ ○

9 短時間勤務制度(育児のため) ○ ○

10 在宅勤務制度 ○（総合職） ○（総合職）

11 所定外及び深夜労働の制限 ○ ○

12 家族看護休暇 ○ ○

13 年次有給休暇関係 ○ ○

その他

14 リターン・エントリー制度 ○ ○

○ ―

日立の仕事と育児の両立支援についての各種制度

勤務・休暇制度

利用対象者

○ ―

日

立

ア

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

清

水

事

業

所

の

、

あ

る

製

造

職

場

で

は

、

会

社

の

立

派

な

制

度

と

は

裏

腹

に

、

ひ

ど

い

実

態

が

ま

か

り

通

っ

て

い

ま

す

。

『

あ

る

女

性

が

子

ど

も

の

用

事

で

10

日

前

に

年

休

を

申

請

し

た

ら

、

早

退

・

遅

刻

に

変

え

る

よ

う

に

言

わ

れ

た

。

そ

れ

を

断

る

と

、

男

性

上

司

３

人

か

ら

仕

事

中

に

、

１

時

間

に

わ

た

っ

て

責

め

ら

れ

た

。

病

気

で

年

休

を

使

っ

た

場

合

、

計

画

年

休

に

変

え

る

よ

う

に

、

上

司

か

ら

頼

ま

れ

た

。

年

休

を

申

請

し

た

だ

け

で

、

上

司

が

執

拗

に

家

族

の

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

な

問

題

に

干

渉

し

て

嫌

が

ら

せ

を

す

る

。

子

供

が

小

学

校

を

卒

業

す

る

ま

で

は

時

短

制

度

が

利

用

で

き

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

が

、

上

司

が

小

学

校

入

学

ま

で

し

か

時

短

制

度

を

認

め

て

く

れ

な

い

。

包

装

（

制

度

）

は

立

派

だ

が

、

中

味

（

実

態

）

は

空

っ

ぽ

だ

。

』

★ビラや情報をホームページで見られます。

ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★★仕事、生活などの相談も受け付けます。

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

もしくは、下記のもよりの連絡先へ

ＱＲコードに

アクセス！

日

立

に

は

、

仕

事

と

育

児

の

両

立

を

支

援

す

る

様

々

な

制

度

が

あ

り

ま

す

(

左

表

を

参

照

)

。

し

か

し

、

女

性

が

自

信

と

余

裕

を

持

っ

て

「

仕

事

と

家

庭

の

両

立

」

が

で

き

る

職

場

環

境

に

な

っ

て

い

る

で

し

ょ

う

か

。

今

の

職

場

は

女

性

も

成

果

主

義

の

中

で

長

時

間

労

働

を

余

儀

な

く

さ

れ

て

い

て

、

制

度

は

あ

っ

て

も

活

用

し

づ

ら

い

状

況

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。
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男

性

・

女

性

を

問

わ

ず

、

子

育

て

に

関

わ

る

こ

と

は

働

く

者

の

権

利

で

あ

り

、

働

く

こ

と

と

子

育

て

が

両

立

出

来

る

職

場

環

境

を

作

る

こ

と

は

、

社

会

や

企

業

の

責

任

で

す

。

子

育

て

期

間

の

残

業

の

規

制

、

余

裕

を

持

っ

た

人

員

配

置

で

仕

事

の

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

体

制

の

強

化

、

育

児

休

業

が

取

り

や

す

い

環

境

整

備

、

育

児

休

業

後

の

原

職

復

帰

支

援

な

ど

、

日

立

の

「

Ｆ

・

Ｆ

プ

ラ

ン

」

の

理

念

が

生

か

さ

れ

、

ワ

ー

ク

ラ

イ

フ

バ

ラ

ン

ス

が

と

れ

た

職

場

こ

そ

が

、

社

員

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

上

げ

、

企

業

の

発

展

に

も

つ

な

が

り

ま

す

。

制

度

を

安

心

し

て

取

得

で

き

る

職

場

に

す

る

た

め

に

、

職

場

の

み

ん

な

が

協

力

し

て

一

つ

ず

つ

権

利

を

獲

得

す

る

た

め

に

、

出

来

る

こ

と

を

す

す

め

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

☆

Ｆ

・

Ｆ

プ

ラ

ン

(

ジ

ェ

ン

ダ

ー

・

フ

リ

ー

＆

フ

ァ

ミ

リ

ー

・

フ

レ

ン

ド

リ

ー

・

プ

ラ

ン

)

…

日

立

の

、

性

別

を

意

識

し

な

い

人

材

活

用

と

、

仕

事

を

し

な

が

ら

家

庭

を

両

立

さ

せ

て

い

こ

う

と

す

る

社

員

が

働

き

や

す

い

環

境

の

整

備

の

取

組

み

。

制

度

と

実

態

に

大

き

な

隔

た

り

（

日

立

Ａ

Ｐ

）

み

な

さ

ん

の

職

場

は

ど

う

で

す

か

？

安

心

し

て

制

度

を

活

用

で

き

る

職

場

を

作

ろ

う

制度を活用！女性も働きやすく

働 き がい の あ る 人間 ら し い 仕事 を



巨巨巨巨

大大大大

なななな

組組組組

織織織織

にににに

なななな

っっっっ

てててて

どどどど

ここここ

でででで

モモモモ

ノノノノ

作作作作

りりりり

？？？？

４

月

１

日

付

の

組

織

改

正

で

、

Ｈ

Ｐ

Ｔ

（

日

立

プ

ラ

ン

ト

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

）

を

日

立

本

体

の

イ

ン

フ

ラ

シ

ス

テ

ム

社

に

吸

収

合

併

し

ま

し

た

。

社

会

イ

ン

フ

ラ

シ

ス

テ

ム

事

業

の

さ

ら

な

る

強

化

が

目

的

と

の

こ

と

で

す

が

、

イ

ン

フ

ラ

シ

ス

テ

ム

社

は

組

織

が

い

っ

そ

う

巨

大

に

な

っ

て

、

「

大

き

す

ぎ

、

変

化

が

早

過

ぎ

で

、

自

分

の

ポ

ジ

シ

ョ

ン

が

見

え

な

く

な

っ

て

き

た

」

。

フ

ロ

ン

ト

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

や

事

業

推

進

部

門

な

ど

が

強

化

さ

れ

る

中

で

、

「

設

計

や

製

造

な

ど

モ

ノ

づ

く

り

部

門

は

隅

に

追

い

や

ら

れ

た

よ

う

に

見

え

る

。

こ

れ

で

モ

ノ

づ

く

り

技

術

の

強

化

・

伝

承

は

で

き

る

の

か

」

の

声

。

（

日

立

大

み

か

）

思思思思

いいいい

やややや

りりりり

をををを

もももも

てててて

るるるる

職職職職

場場場場

作作作作

りりりり

をををを

昔

か

ら

そ

う

だ

か

ら

諦

め

て

い

る

が

、

無

理

や

り

や

ら

さ

れ

る

。

無

理

や

り

間

に

合

わ

せ

る

。

無

理

や

り

増

産

す

る

な

ど

な

ど

、

精

神

的

に

ボ

コ

ボ

コ

に

し

て

で

も

、

強

制

的

に

や

ら

せ

る

無

茶

が

多

い

。

他

業

種

、

他

工

場

が

業

績

面

や

リ

ス

ト

ラ

な

ど

で

大

変

な

状

況

の

中

、

我

が

工

場

、

我

が

会

社

が

健

闘

し

て

い

る

の

は

無

理

や

り

で

も

や

り

こ

な

す

や

り

方

、

何

と

し

て

で

も

や

っ

て

や

る

ん

だ

ぁ

～

と

い

う

精

神

、

考

え

が

周

知

徹

底

し

て

い

る

か

ら

だ

と

思

う

。

し

か

し

、

増

え

る

の

は

残

業

、

心

労

、

精

神

的

苦

痛

、

怒

り

ば

か

り

。

そ

の

結

果

と

し

て

増

幅

さ

れ

る

の

は

、

他

人

に

対

す

る

憎

悪

ば

か

り

。

や

は

り

、

思

い

や

り

が

大

切

だ

と

ひ

し

ひ

し

思

う

。

ま

た

、

思

い

や

る

こ

と

は

、

精

一

杯

な

状

況

で

は

な

か

な

か

出

来

な

い

と

思

う

。

そ

こ

で

、

精

一

杯

の

状

況

下

に

も

余

裕

が

必

要

だ

と

思

う

。

余

裕

を

作

る

の

に

は

、

残

業

対

策

が

必

要

だ

。

残

業

対

策

と

し

て

は

、

以

前

と

比

較

し

て

、

協

定

書

の

提

出

が

強

化

さ

れ

て

い

る

が

、

こ

の

よ

う

に

管

理

強

化

し

な

く

て

も

余

裕

が

出

来

て

、

職

場

仲

間

同

士

で

わ

き

あ

い

あ

い

と

出

来

る

環

境

を

作

れ

れ

ば

と

、

ず

っ

と

思

っ

て

い

る

。

で

も

、

出

来

な

い

の

が

実

情

だ

。
（

日

立

ア

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

清

水

）

「「「「

耐耐耐耐

震震震震

対対対対

策策策策

」」」」

もももも

「「「「

耐耐耐耐

心心心心

対対対対

策策策策

」」」」

もももも

急急急急

がががが

なななな

いいいい

とととと

耐

震

対

策

は

着

々

と

進

ん

で

い

る

が

、

進

ま

な

い

の

は

「

耐

心

対

策

（

心

の

病

対

策

）

」

で

あ

る

。

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

「

自

己

ス

ト

レ

ス

チ

ェ

ッ

ク

」

ア

ン

ケ

ー

ト

で

対

策

を

試

み

る

も

真

面

目

に

記

入

し

た

人

が

何

人

い

た

こ

と

や

ら

。

「

心

の

病

」

の

抜

本

的

原

因

究

明

が

な

さ

れ

な

い

限

り

「

心

の

病

」

は

減

ら

な

い

ば

か

り

か

社

会

的

信

用

を

無

く

す

。

耐

震

対

策

も

耐

心

対

策

も

や

り

過

ぎ

く

ら

い

が

丁

度

良

い

、

共

に

早

め

早

め

の

対

策

で

被

害

を

最

小

限

に

く

い

止

め

る

努

力

が

必

要

。

効

果

が

無

い

「

耐

心

対

策

」

も

う

一

度

真

剣

に

考

え

直

す

時

期

に

来

て

い

る

の

で

は

、

と

の

声

が

出

て

い

る

。

（

日

立

ア

イ

イ

ー

シ

ス

テ

ム

）

大大大大

規規規規

模模模模

なななな

リリリリ

スススス

トトトト

ララララ

のののの

結結結結

果果果果

残残残残

ささささ

れれれれ

たたたた

人人人人

々々々々

にににに

もももも

大大大大

きききき

なななな

負負負負

担担担担

（

日

立

超

Ｌ

）

で

は

昨

年

度

末

に

事

業

構

造

改

革

が

実

施

さ

れ

、

早

期

退

職

や

出

向

・

転

籍

な

ど

に

よ

り

約

１

２

０

０

人

い

た

社

員

が

半

数

の

６

０

０

人

に

激

減

し

ま

し

た

。

ま

た

、

こ

れ

ま

で

（

日

立

超

Ｌ

）

の

主

要

な

事

業

だ

っ

た

半

導

体

デ

バ

イ

ス

関

連

事

業

か

ら

撤

退

し

組

込

み

シ

ス

テ

ム

・

ソ

フ

ト

事

業

を

柱

と

し

て

経

営

を

立

て

直

す

こ

と

と

な

り

、

急

激

な

経

営

路

線

の

転

換

に

伴

い

職

場

に

は

大

き

な

負

担

が

の

し

か

か

っ

て

い

ま

す

。

今

回

の

事

業

構

造

改

革

の

結

果

、

残

さ

れ

た

部

署

や

社

員

に

は

こ

れ

ま

で

の

経

営

不

振

を

挽

回

す

る

た

め

の

過

大

な

ノ

ル

マ

が

課

せ

ら

れ

る

事

と

な

り

、

長

時

間

労

働

や

仕

事

の

ス

ト

レ

ス

が

大

き

な

問

題

に

な

り

つ

つ

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

半

導

体

デ

バ

イ

ス

関

連

事

業

か

ら

組

込

み

シ

ス

テ

ム

・

ソ

フ

ト

事

業

に

異

動

し

た

社

員

に

対

し

て

は

２

カ

月

に

及

ぶ

ス

キ

ル

転

換

教

育

が

行

わ

れ

て

お

り

、

そ

の

後

は

早

急

に

戦

力

と

し

て

業

務

に

携

わ

る

事

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

会

社

生

活

の

あ

ら

ゆ

る

場

面

で

効

率

や

経

費

削

減

を

優

先

す

る

雰

囲

気

も

で

き

て

お

り

、

職

場

の

人

間

関

係

や

仕

事

の

進

め

方

に

支

障

を

き

た

さ

な

い

か

と

不

安

視

す

る

声

も

聞

か

れ

ま

す

。

（

日

立

超

Ｌ

）

●●●●『『『『ググググロロロローーーーババババルルルルをををを目目目目指指指指すすすすなななならららら』』』』

数年前から社内でグローバルという言葉が頻繁に飛び交って

いる。上司からは「グローバルで活躍できる人材を目指せ」と言われ、そ

の為にTOEIC(社内英検 )を勧められる。しかし、海外で仕事をするのであれ

ば言語力は当然のことながら、生活していく為にその国の文化や風習に適用する必

要があるだろう。そこで外国での生活に目を向けると日本との違いに驚かされる。

特に顕著なのは労働時間である。平日は残業せずに定時で帰宅するのが一般的で、

夕方になると商店も一斉にシャッターをおろす。金曜日は終業時間が早いところも

ある。夜や週末は家族で過ごすのだ。そう考えると、日本は家族と一緒に過ごす時

間が非常に少ない。会社は、ビジネスのグローバル化を進めるのであれば、社員の

ライフスタイルもグローバル化するべきではないだろうか。旅行などで外国の暮ら

しぶりをみて「なぜ日本人はこんなに働い

ているのだろう…」と疑問に思うのは私だ

けではないと思う。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

（日立コンシ）では３月１日、液晶プロジェ

クター事業を日立マクセルへ移管すること、他

のすべての事業についても移管を検討している

ことが突然発表されました。労組（日立労組横

浜支部）への申入れも同日でした。移管を決め

てから従業員と労働組合へ知らせたことは明ら

かであり、従来行われてきた従業員と労働組合

の事前同意を無視したものです。

昨年、主力のテレビ事業を（日立ＣＭ）グルー

プへ移管して以来、（日立コンシ）労使は残さ

れた事業と新事業の創出で小規模ながらも最大

限の努力を続けましたが、黒字への転換を果た

すことはできませんでした。会社は３月の労使

協議で「日立グループ内外への異動も含めて、

この１年間で、４００名弱が（日立コンシ）を

離れた」と報告しましたが、約７００名（20

11年10月末時点）の会社にとって異常とも

言えるほど多くの社員が出向に出されてきたの

が実態です。さらに、４月１日の労使委員会で、

会社は勤続５年以上の社員を対象とした早期退

職優遇制度の導入を提案してきました。今の日

本では、若い人でも離職後の正社員での再就職

が難しいのが実態であり、退職の強要は経営施

策の失敗を社員に責任をとらせるもので、決し

て許すわけにはいきません。

社長が先頭になってテレビ事業に注力したの

も、分社化して（日立コンシ）を設立したのも、

テレビ事業を（日立ＣＭ）グループへ移管した

のも、すべて日立製作所の方針です。日立製作

所が責任を持って（日立コンシ）および関連会

社の全社員に日立グループでの雇用を確保する

必要があるのではないでしょうか。

((((日日日日立立立立ココココンンンンシシシシ））））全全全全社社社社員員員員のののの

日立グループでの雇用確保を


